
                            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                           

ほけんだより
令和 6年１２月１日発行 

両国・なかよし保育園 

     看護師 

子どもの肌が荒れやすいワケ 

冬は乾燥による皮膚トラブルが増える時期で

す。子どもは肌の一番外側で刺激から肌を守る表

皮の厚みは、大人の約半分しかありません。 ま

た、肌表面から水分が過剰に蒸発することを防

ぎ、肌の潤いを保つ皮脂膜も、生後 1カ月をピー

クに 2～3カ月で皮脂の分泌量が低下し、思春期

まで低い状態が続きます。 

肌のバリア機能が未発達なので、乾燥するとその

バリア機能がどんどん失われるため、荒れやすい

のです。 

スキンケアの基本は、清潔と保湿です。手洗い

後や入浴後は保湿剤を使用することをお勧めし

ます。保湿剤の種類と特徴を左記の表にまとめま

した。お子さんの皮膚の状況に合わせて使用する

際の参考にしてください。 

  １２月の保健行事 

・１２月２６日（木） 10:00～ 

乳児クラスの内科健診 

   

   １１月の感染症 

・ウィルス性胃腸炎    1名 

 ジングルベルが響いてくる季節。子どもたちは寒さに負けず、元気に遊んでいます。年末年始は、今まで

身につけてきた生活習慣が乱れがちです。クリスマスやお正月を元気に過ごすために規則正しい生活を続け

ていきましょう。 


